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 ９月３日（土曜）山梨県甲府市・ホテル談露館にお 

いて甲府やまなみワイズメンズクラブの国際協会加 

盟認証状伝達式（通称・チャーターナイト）が行われ 

ました。午後２時３０分司会は新クラブ米山俊彦書記。 

甲府やまなみクラブ藤原一正会長の開会点鐘が響き 

渡ります。スポンサークラブ甲府クラブ田中克男会長 

による挨拶の後、設立に向けて３年以上関わって来た 

仙洞田安宏設立準備委員長から設立経過の発表があ 

りました。（東日本区 HP より抜粋、↓チャーターメンバー11 名） 

  

 

 

 

  当クラブより代表して青木が出席しましたので、巻

頭言に代えて報告いたします。 

   

。      
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THE INTERNATIONAL ASSOCIATION OF Y'S MEN'S CLUBS 
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THE Y’S MEN’S CLUBS OF ＧＲＥＡＴＥＲ ＩＳＨＩＮＯＭＡＫＩ 

ＣＨＡＲＴＥＲＥＤ ＭＡＹ２８，２０１６ 

 YMCA-ISHINOMAKI-CENTER 

KyuEikoyochienchinai2-12-3,Okaidokita, 
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旧栄光幼稚園 2 階 YMCA 石巻センター 

電話 090-6252-7970(日野)090-2365-7940（清水） 
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会 長  青木 満里恵 

副会長  石川 光晴 

〃   姉歯 一紀 

書 記  清水 弘一 

会 計  櫻井 美智江 

直前会長 日野 峻 

担当主事 斎藤 勉 

 

 

 

＝＝ 2021－2022 年度 主題 ＝＝ 

クラブ会長  青木満里恵「感謝を胸に、連携し、活動を拡げよう！」 

北東部部長 大久保知宏（宇都宮）「クラブのミッションを育てよう」 
東日本区理事「未来に向けて今すぐ行動しよう」 

アジア太平洋地域会長 シェン・チ・ミン（台湾）「新しい時代とともに、エレガントに変化を」 

国際会長 K・C・サミュエル（インド)「フェロシップとインパクトで次の 100 年へ」



 

   ＜今月の聖句＞ 

「人にしてもらいたいと思うこ

とを、人にもしなさい。」 

  ＜ルカによる福音書 6：31＞ 

 

（マタイ 5 章 6 節） 

 
 

 

 

 

 
 

＜強調月間＞ EMC（クラブ拡張・会員増強・維持啓発） 

９月第一例会（合同）プログラム 

日時  ９月 16日（金）18:30～20:30 

 場所  YMCA 石巻センター 

 司会 日野 峻 

１．開会点鐘    石巻広域クラブ会長 青木満里恵    

２．ワイズソング              一 同   

３．ゲスト・ビジター紹介           司 会 

４．会長あいさつ       石巻広域 青木満里恵 

              仙台青葉城 涌澤 博 

５．両クラブメンバー自己紹介 

６．聖句朗読・食前感謝         関川祐一郎 

７．食事・懇談               一 同 

８．ゲストスピーチ（１）フクシマ写真家 飛田晋秀様 

   テーマ：「福島の記憶」 

（２）仙台青葉城クラブ 加藤重雄・加藤真子 様 

      バートル エルデネダライ 様 

   テーマ：「ランドセルギフトモンゴル訪問記」 

９．諸報告とアピール         両クラブ担当 

10．ハッピーバースデー 

  9/8:林昭宏、9/21:大林健太郎、9/29川上直哉 

11．ニコニコ  「ランドセルプロジェクトのために」 

12．閉会挨拶と点鐘  仙台青葉城クラブ会長 涌澤博    

                   

 

 

    

●本例会：毎月 第 4金曜日（18：30～20：30）●第 2例会（役員会）第 2金曜日 

 

８月データ／９月内容（甲府やまなみ CN、3.11プログラム、飛田晋秀写真展） 

例会出席 11 名 在 籍 会 員 数 21 名 各種記録 月実績 年度累計 

 メンバー 7 名 月 間 出 席 者 7 名 スマイル 4,300 円 10,121 円 

 ビジター 1 名 メーキャップ 2 名 ファンド 0 円 0 円 

 ゲスト 3 名 月 間 出 席 率 43％ BF 0 円 0 円 

       

       

       

       

     会長 青木 満里恵 
祝 

 

＜次ページにつづく＞ 

mailto:gishinomaki@gmail.com
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甲府やまなみクラブ CN 報告（前ぺージよりつづく＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時 2022年 8月 22日（金）18：30～20:30 

場 所 YMCA石巻センター 

出席者 青木満里恵、大林健太郎、川上直哉、櫻井美智 

江、平井順子、千葉直美、清水弘一、 

（MC）阿部かよ子、日野峻 ゲスト：長沼利枝 

（3.11 こども文庫）、金指崇（Z）渡辺邦子（Z） 

１．開会点鐘                 会 長                                                               

２. ワイズソング               一 同                                   

３．ゲスト・ビジター紹介           書 記 

４．会長あいさつ              会 長 

５．聖句朗読・食前感謝          川上直哉 

６．食事と懇談               一 同 

７．メンバースピーチ  

（１）テーマ：「サンファン号の遺産をつなぐ」 

       副書記 川上直哉 

（２）YMIの中長期計画「戦略 2032」について（映像） 

８．諸報告とアピール            各担当 

（１）石巻平和七夕報告（２）YMCA報告（３）その他 

９．ハッピーバースデー 

  8/17:日野由利さん、8/20:石田信正さん、 

8/26:田村誠明さん 

１０．ニコニコ    4,300円       会 計 

１１．閉会あいさつと点鐘     会長 青木満里恵 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約 400 年前、慶長遣欧使節船として運航されたサン・

ファン・バウティスタ号は 1993年に国内外の人々の募

金等により復元されたが、現在は解体され係留地渡波

サンファン館のドックにはその雄姿はない。今月はそ

の文化、歴史的価値について川上ワイズに「サンファ

ン号の遺産を継ぐ」と題して卓話をお願いした。 

談露館ホテルなんて、やはり歴史を感じる名前だ

なと思いながら、向かいましたが、駅から歩いて 10

分もしない所に市役所があり、そのお向かい？とい

うか、お隣？みたいな位置にある、ちょっと老舗の

ホテルの趣きでした。 

そこで始まったチャーターナイトですが、6 年とち

ょっと前の、我が石巻広域クラブのチャーターナイ

トを思い出しながら、ちょっと感動、ちょっと感慨

に耽りながら、眺めておりました。 

改めて、沢山の仲間たちが参集してくれていたこと

にも思いが至り、感謝の念で一杯になりました。 

チャーターするとは、大変なことだなと感じながら、

仙台青葉城や他クラブからの助っ人の存在も、まだ、

石巻の人たちだけで独り立ちできていないことに

も、思い至り、チャーターナイトは本当に大変なこ

とだと、感じ入りました。（写真参照↓） 

親クラブの甲府クラブは、甲府 21、富士五湖、松本、

長野をチャーターし、甲府やまなみは、5 つ目のチ

ャーターだという。70 年の歴史あるクラブとのこ

と、素晴らしいご活躍に、頭が下がりました。 

懇親会では、石巻広域クラブ会長としてご挨拶させ

ていただき、帰りに多くの方々からお声かけがあり、

石巻に戻りました。 

これからも、石巻広域クラブの行く末を私も考えな

がら？会長としてやるべきこと？など、もっと考え

なければならないと、自覚した次第です。（青木） 

 

 

８月第一例会報告 

 

 

 

祝会ではフラメンコのアトラクションがありました 

 

 

談露館吹き抜けホールで 75 名の記念撮影 
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小野和子さんを囲んで記念撮影 

（１）テーマ１：「サンファン号の遺産を継ぐ」 

2022年 8月 26日、石巻センターにて例会が行われ

ました。この日はオンラインを含めて 10名程度のご

参加を得ました。卓話を川上が担当しましたので、そ

の内容をここに要約して記します。この日の卓話は

「サンファンの遺産を継ぐ」でした。これは翌日に仙

台白百合女子大学で開催される「カトリック教育学

会」での私の発表と対になるものでした。全体を貫く

モチーフは「サンファン号」でした。 

2022年、ついに復元船「サンファン号」は破砕さ

れてしまいました。多くの石巻の人々の思いごと、粉

砕されたような、そんな痛みが残りました。それで、

考えました。「復元船を失うことで、サンファン号・

支倉常長そして慶長遣欧使節の事績が失われてはな

らない」ということです。それは危機感として私の内

に痛感されたものですから、この夏中、私なりにでき

ることを探す日々を過ごしたことでした。 

 復元船「サンファン号」の価値は、想像以上に大き

なものだとわかりました。この復元船の偉大さに押し

つぶされるように、それ以前にあった「議論」が見え

なくなっていたのでした。その「議論」とは、慶長遣

欧使節への疑義を語るものでした。「あの使節は稚拙

な虚偽の外交であったのではないか？」という疑義で

す。当然、仙台や石巻の人々は、こ説を嫌い、反論し

ました。しかし、遠藤周作の『侍』という小説が、こ

の異論を強烈に人々に印象付けるものとして発表さ

れてしまった。それが 1980年代の出来事だったので

す。 

 大小説家の一撃は、巨大なものでした。この『侍』

は、遠藤周作の小説全体のなかでも「傑作」との評判

を得た者だったのです。しかし、宮城の人々も負けて

いませんでした。この傑作小説をも押し返す、大事業

を企画し、実現させた。それが、復元船「サンファン

号」造船事業だったのです。しかし、その大事業も、

過去の事柄となってしまいました。今、もう一度、「サ

ンファン号」の遺産を棚卸して確認するべき時だと思

います。 

 そうしてみると、はっきり見えてくることがありま

す。およそ 10年程度のサイクルで、「サンファン号」

とその事績は「浮き沈み」を繰り返していた。その「浮

沈」を手繰ってみると、その「浮上」の最初には「戊

辰戦争」の戦後復興への大きな貢献があったことがわ

かります。つまりそれは、「震災復興」に向き合う私

たちの遺産として残されているのです。しかし、その

「浮上」の最初の頂点で「太平洋戦争への貢献」とし

て「サンファン号とその事績」が称揚された。 

例会会場と司会者 

それは当然、戦後に「異論」を喚起することになっ

た――そうしたことも、よく理解しておかなければ

ならないと思うのです。だから、「サンファン号の

遺産」を継ぐためには、三つの課題があると思いま

す。 

 一つは、「歴史学」によって「お国自慢」の過熱

に適宜水を差す、という作業です。これは「サンフ

ァン館」を中心に、確実に展開しているところです。

私たち謙虚にその成果に学び、また共にその研究に

参与して行くべきだと思います。 

もう一つは、サンファンを含む「郷土史」を、大籠

や水沢等へと広域につなぎ合わせることです。そう

して「この土地」に生きるための歴史としての「サ

ンファン号とその事績」を私たちの掌中に収めるこ

とです。 

 最後に、「文学」と向き合うことです。これまで

「サンファン号」は、文学の中ではもっぱら「悲劇」

としてばかり、語られてきたように思われます。し

かしその「文学」の中で、極めて大切なことも、確

かに取り出されてきました（仙台白百合女子大での

学会発表は、そのことを語るものでした）。この遺

産を活かしつつ、その限界を乗り越えて行く。その

作業が必要だと思うのです。 

以上のようなことを、例会でお話ししました。翌

日の学会発表の内容も含めて、ビデオに収めました

ので、ご覧いただければ幸いです。 

youtube.com/playlist?list=PL7KKCVj2tpxXJN2zYE7

INy7WNs4kWun6_ 

 

 

（２）テーマ２：YMI の中長期計画「戦略 2032」

について 

 今月の強調月間のテーマは「戦略２０３２」であ 

る。ワイズメンズクラブが創立して今年で 100周年、 

これから 10年ワイズはどのような目標で進むのだ 

ろうか。7月 9日に行われた東日本区役員会で講演 

された元アジア太平洋地域会長田中博之氏の 25分 

間のビデオを見て、短時間でしたが理解に努めた。 

＜https://youtu.be/rLM3y8mjgyA＞ （川上直哉） 

 

 

↑解体される寸前のサンファン号 
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日 時 2022 年 9 月 9 日（金）18:30～20:30 

場 所 YMCA 石巻センター 

出席者 日野 峻、青木満里恵、川上直哉、大林健太郎 

清水弘一 

１．開会点鐘                青木会長                                                              

２.ワイズソング             一同                                  

３．会長あいさつ             青木会長                                 

４．軽食 

５．報告事項 

（１）2022 年８月第一例会の開催報告 

  日 時 2022年 8月 26日（金）18：30～20:30 

  場 所 YMCA 石巻センター 

内 容 2頁の例会報告参照 

（２）４クラブ連絡会議（2022―2023）の開催について 

  日 時 2022年 8月 20日（土）13：30～15：00 

  場 所 オンライン（ZOOM方式） 

  出席者 清水、永井（仙台）、菊地・涌澤・加藤（青 

葉城）、菅野（広瀬川）、村井（仙台 YMCA） 

  内 容 ①2021-2022事業報告と決算報告と承認 

    ②2022-2023代表幹事・会計引継ぎ 

    代表幹事：仙台クラブ（永井孝憲会長） 

    会計：仙台広瀬川クラブ（菅野健会長） 

    ③2022-2023事業計画と支援金申請方法につ 

いて 

（３）北東部第 1回評議会開催について 

  日 時 2022年 7月 23日（土）13時～16時 

  場 所 ハイブリット方式（仙台 YMCA2階） 

  出席者 青木会長、清水書記 

  内 容 別紙資料の通り 

（４）YMCA ストレッチヨガの開催について 

  日 時 2022 年 8 月 31 日（水） 

第一部：10 時～11 時 第二部：11：30～12：30 

  場 所 石巻市営新蛇田集会所 

  出席者 第一部：9名 第二部：9名（コロナ対策 

のため 2部に分けて実施） 

（５）甲府やまなみクラブ CNについて（写真）  

  日 時 2022年 9月 3日（土）伝達式 14：30～15：

45 祝会 16：00～17：30 

  場 所 ホテル談露館（甲府市丸の内） 

  出席者 青木会長 

  参加者数 75名 

６．協議事項          議事進行：青木会長                          

 （１）2022年９月第一例会（合同）の開催について 

  日 時 2022年９月 16 日（金）18：30～20:30 

  場 所 石巻センター 

  内 容 ①仙台青葉城クラブとの合同例会（当日の 

プログラム案は別紙参照） 

②ゲストスピーカー 仙台青葉城クラブ加藤重雄

メン・真子メネット、東北・モンゴル友好協会 理

事事務局長 バートル エルデネダライさん 

  テーマ：「ランドセルギフトモンゴルを訪問して」 

  ③フクシマ写真展開催について 飛田晋秀氏 

  案内先 石巻桃生ライオンズクラブ 会長 大森 

修一氏（千葉豊記前年度会長、木村均事務局長） 

（２）3.11こども文庫 9月開催について 

  日 時 2022年 9月 10日（土）13：30～15：30 

  場 所 旧栄光幼稚園 2階ホール 

  内 容 絵本読み聞かせ（①「ほしじいたけほし 

ばあたけ かえんたけにごようじん」②震災 

絵本「トミジの海」③紙飛行機作り ④リト 

ミック ⑤民話素語り 

（３）北東部部大会について（12月 3日に延期） 

  日 時 2022年 9月 17日（土）13時～18時 

  場 所 宇都宮ホテルニューイタヤ 

  登録費 ７,000円 

（４）YMCA チャリティーラン・バザー開催中止の件 

  ①チャリティーラン 9月 23日（祝）中止 

  ②YMCA バザー   10 月 9 日（日）中止 

   ＊施設ごとにグッツ販売を行う 

（５）車イスギターリスト被災地訪問コンサートへの支

援について（日野） 

   ・川崎昭仁氏 長野県出身 1967年生まれ 

   ・東京 2020パラリンピック開会式出演 

   ・石巻支援学校、桃生小学校などを訪問し子ども

たちとの交流 

（６）フクシマ写真家・飛田晋秀写真展の開催について 

   期間：10月 21日（金）、22日（土）、23日（日） 

   会場：まきあーとテラス 

（７）年内クラブのスケジュールについて 

   ①10月：26日／ヨガ教室、28日／第一例会、29

日／子ども文庫 ②10/31~11/2:ペルーBF 代表、

25日／第一例会 

   ③12月 11日（日）：クリスマス例会 16時～18時 

      ④ゲストスピーカーの依頼について 

   10月：山田和佳子 11月：佐藤洋子（民話） 

   2023年 2月：木村孝禅（花の日） 

（８）荻浜津波の教え石桜枯れ木対応について 

① 長野クラブへの対応について 

① 荻浜支所との協議について 

   ③ 植木職人からのアドバイスについて 

（９）９月号クラブ通信原稿依頼について 

   巻頭言：甲府やまなみクラブ CN報告（会長） 

（10）その他 

   ・会員動向について 

   ・出席率向上について 

                             

７．閉会あいさつと点鐘        青木会長 

９月拡大役員会報告 

 

      直前会長バッチ着装 
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3.11 メモリアルプロジェクト                     

■ 今後のクラブスケジュール （９～１0月） 

9 月第一例会（仙台青葉城

クラブとの合同） 

9 月 16 日(金) 石巻センター 

ランドセル実行委員会 10 月 03 日(月) Zoom19：00～ 

10 月拡大役員会 10 月 14 日(金) 石巻センター 

YMCA チャリティーゴルフ 10 月 20 日(木) 泉国際 CC 

飛田写真展 10 月 21 日(金) 

～23 日（日） 

マキアートテラス 

YMCA ストレッチヨガ 10 月 26 日(水) 新蛇田集会所 

10 月第一例会 10 月 28 日(金) 石巻センター 

3.11 こども文庫 10 月 29 日(土) 〃 

ペルーBF 代表来県ホスト 10/30～11/2 仙台～石巻 

 

 

 

 石巻地方も新型コロナの感染状況が収まらない

中、３０回目となるストレッチヨガ教室が約２か月

振りに復興団地新蛇田集会所で行われた。体温測定

のチェック、手の消毒や換気対策は勿論のこと、今

回は一度の参加人数を 10 名以下に制限するため 2

部制にして実施することになった。事前の調整に若

干苦労したが、参加者の協力をいただき、第 1 部（10

時～11 時）、第 2 部（11 時 30 分~12 時 30 分）とも

9 名ずつの参加でゆったりとしたスペースのなかで

行う事ができた。 

毎回仙台より駆けつけていただく仙台 YMCA 金森

講師には、少々ご無理を申し上げたが、快く調整に

応じていただき、参加者にも好評だった。なお、ヨ

ガ終了後のお茶会は、今回は中止いたしました。 

次回開催は 2022 年 10 月 26 日（水）です。 

 

 

 

 

 

YMCAストレッチヨガ教室 

＜ パート３０ ＞ 

 

3.11 こども文庫（第 16 回） 

 

 

猛暑を避けて 8 月予定を 9 月 10 日に延期しての

開催となりましたが、残暑が厳しく、水分補給など

の対策を充分取りながら行われました。子ども文庫

の会に民話語りの佐藤洋子さんと神山日出子さんの

お二人が新たに加わりました。 

今回の絵本読み聞かせの 1 冊は「ほしじいたけほ

しばあたけ かえんだけにごようじん」、もう 1 冊震

災絵本は「トミジの海」でした。最初の・・・かえ

んだけにごようじんの絵本では、数日前に“カエン

ダケにごようじん“との新聞記事が掲載され、“トミ

ジの海」では、鮎川出身の絵本作者・斎藤富嗣さん

のテレビ報道番組で放映されるというタイミングに

恵まれメンバーは大いに張り切りました。新聞遊び

は紙飛行機作りに皆で挑戦し競い合いました。 

また、初めて参加者佐藤洋子さんは、「トーフとコ

ンニャク」と「南三陸町照井さんのお話し」の民話

2 作を方言みやぎ弁で披露してくださいました。 

次回の年内開催は次の通りに決まりました。 

・10 月 29 日（土） 13：30～15：30 

・12 月 03 日（土） 13：30～15：30 

 

日 時：2022 年 9 月 10 日（土）13：30～15：30 

場 所：旧栄光幼稚園 2 階ホール 

参加者：園児・小学生 4 名、保護者 1 名、オンライ 

ン参加者 2 名、石丸リトミック教室の皆さん 

文庫の会 11 名（こども文庫の会新会員 2 名） 

 

↑ストレッチヨガ風景 ↓左・第 1 部、右・第 2 部参加者 

マスクを外して記念撮影 

↑ 紙飛行機作りに挑戦 ↑東京からオンライン参加者 
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担当主事 斎藤 勉 

① YMCA 特別プログラム中止のご連絡 

チャリティーラン及びバザーの２つのプログラ 

ムの中止が決定いたしました。 

チャリティーランに関しては、宮城県におけるコ

ロナ罹患者の人数は減ってきていますが、やはり

会場となる聖和学園短期大学にご迷惑がかかって

しまう事、このような状況下で無理して行わなく

てもいいとの判断です。 

バザーに関しても同様で、YMCA に人が集まるこ

とへのリスクを避けるためとの判断です。 

② チャリティーゴルフ開催 

10月 20日（木）に泉国際ゴルフ倶楽部を会場に、 

第 25 回仙台 YMCA チャリティーゴルフが行われま

す。まだまだ募集をしております、興味のある方

は、YMCA までお問い合わせ下さい。 

③ 山元町いわさイチゴ農園ボランティア募集 

大震災支援対策室では、山元町岩佐いちご農園 

のボランティア募集中です。9 月 25 日です。ご参

加を希望される方は、斎藤までご連絡ください。 

 

 

YMCA 報告 

9 月例会のスピーカー紹介とご案内 

 

 

↑ 加藤メン・メネット ↑ 左がダライさん 

 

  

テーマ：「ランドセルギフトモンゴルを訪問して」 

 スピーカー：仙台青葉城ワイズメンズクラブ 

① 加藤重雄ワイズ・加藤真子メネット（写真下左） 

・ 1992 年 仙台青葉城クラブ入会  

・ 2022-2023 東日本区トラベルコージェネーター 

・ 仙台 YMCA 常議員 

・ （株）ワールドトラベル代表取締役 

② バートル エルデネダライさん（写真右下の左） 

（BAATAR ERDENEDALAI ） 

・ 2005 年 モンゴル国立科学技術大学卒業 

・ 2005 年 東北大学経済学部研修生として入学 

・ 2007 年 〃大学院国際文化研究修士課程入学 

・ 2009 年      〃        終了 

・ 2011 年～2016 年 （株）ワールドトラベル 

・ 2016-2019 年 東北大学大学院博士課程 

・ 2019～ （株）MCJ 代表取締役 
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■理事メッセージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■東西日本区交流会 
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■ 2022-2023 年度東日本区現勢（前期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


